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1 4 154

155

11
33

14

（３）世界の島しょ地域等との国
際協力活動と国際的課題への貢
献

当該部分で、ＪＩＣＡ、JICA沖縄センターとい
う名称が出てきますが、JICA沖縄に統一い
ただけないでしょうか。

正式名称は独立行政法人国際協力機
構沖縄センター、略称はＪＩＣＡ沖縄であ
るため。

倉科委員より総合部会あての意見がござい
ましたので、総合部会へ申し送りいたしま
す。

倉科専門委員
総合部会
（企画部）

2 4 154 20 （３）世界の島しょ地域等との国
際協力活動と国際的課題への貢
献
①環境・エネルギー分野におけ
る国際協力の推進

□グローバルグリーンアイランド
サミット（GGIS)、フォーラム等の
国際会議への参加や開催を通
じ、海岸漂着物や外来種問題、
ごみ処理問題、再生可能エネル
ギーの導入促進など、当初地域
における環境問題や再生可能エ
ネルギーの技術交流等に取り組
む。

□グローバルグリーンアイランドサミット
（GGIS)、フォーラム等の国際会議への参加
や開催、海外研修生の受け入れを通し、海
岸漂着物や外来種問題、ごみ処理問題、再
生可能エネルギーの導入促進など、当初地
域における環境問題や再生可能エネルギー
の技術交流・技術協力等に取り組む。

沖縄の環境、エネルギー分野の技術・
知見は途上国に非常に役立つものであ
り、当該分野の研修員の受け入れも
行っている。国際会議等だけでなく、そ
の点での沖縄の貢献を明示したほうが
よいと思料。

倉科委員より環境部会及び産業振興部会あ
ての意見がございましたので、環境部会及
び産業振興部会へ申し送りいたします。

倉科専門委員

環境部会
（環境部）

産業振興部会
（商工労働部）

3 4 154 28 （３）世界の島しょ地域等との国
際協力活動と国際的課題への貢
献
②水道分野における国際協力の
推進

□本件と地形的・機構的特徴が
類似する太平洋島しょ国等に対
し、島しょ地域に適合した水道事
業の運営及び水資源に関するノ
ウハウの技術移転等を目的とし
た技術協力に取り組む。

□本件と地形的・機構的特徴が類似する太
平洋島しょ国等に対し、島しょ地域に適合し
た水道事業の運営及び水資源に関するノウ
ハウの技術移転等を目的とした技術協力に
JICA沖縄、市町村等と連携して取り組む。

水道分野に関しては長年にわたる、県
企業局、県内市町村、JICAの連携によ
る国際協力が展開されているため。

倉科委員より基盤整備部会あての意見がご
ざいましたので、基盤整備部会へ申し送りい
たします。

倉科専門委員
基盤整備部会
（土木建築部）

（企画部）

4 4 155 33 （３）世界の島しょ地域等との国
際協力活動と国際的課題への貢
献
③農林水産分野における国際協
力の推進

□農林水産分野において、JICA
沖縄センター等の管理団体や市
町村等と連携し、郎諸地域から
の海外研修生の受け入れや技
術交流支援に取り組む。

□農林水産分野において、JICA沖縄 等の機
関 監理団体や市町村等と連携し、郎諸地域
からの海外研修生の受け入れによる技術協
力や技術交流支援に取り組む。

国際協力活動、国際的課題への貢献と
いうタイトルに呼応した形とするため

当方は研修の監理団体ではないため

倉科委員より農林水産業部会あての意見が
ございましたので、農林水産業部会へ申し
送りいたします。

倉科専門委員
農林水産業部会
（農林水産部）

他部会への申し送り事項 資料8
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5 4 155 8 （３）世界の島しょ地域等との国
際協力活動と国際的課題への貢
献
④保健分野における国際協力の
推進

□新型コロナウィルス感染症な
ど世界的に拡大する感染症等の
状況を踏まえ、台湾をはじめとす
る国内外の研究機関等との連携
強化による国際ネットワークの充
実を図り、疫学調査や感染症対
策等の研究開発棟の促進による
島しょ県における防疫体制の強
化に取り組む。

□新型コロナウィルス感染症など世界的に
拡大する感染症等の状況を踏まえ、台湾を
はじめとする国内外の研究機関等との連携
強化による国際ネットワークの充実を図り、
疫学調査や感染症対策等の研究開発等を
促進するとともに、（琉球大学やJICA沖縄と
連携し）海外研修生の受け入れを行うこと
で、島しょ地域における防疫体制の強化に
取り組む。

保健分野における国際協力の推進、島
しょ地域の防疫体制の強化について
は、調査・研究開発のみならず、研修生
の受け入れによる技術協力も大きく貢献
していると考えるため。また、当該項目
の指標は研修生の受け入れ数であるた
め。

後半については、島しょ県の防疫体制、
ということであると沖縄県の防疫体制の
強化となり、国際協力、国際課題への貢
献の観点では島しょ地域とすべきと思わ
れるため。

倉科委員より福祉保健部会あての意見がご
ざいましたので、福祉保健部会へ申し送りい
たします。

倉科専門委員
福祉保健部会

（子ども生活福祉部）
（保健医療部）

6 4 167 5 □  国際感覚を肌で感じ、グロー
バルに活躍できる人材の育成に
向け、アジア、米国、欧州、南米
諸国等への留学・研修の充実に
取り組む。

「アジア太平洋、欧米、中南米諸国等への留
学・研修」にすると広がりが出る。

左記のとおり 東委員より学術・人づくり部会あての意見が
ございましたので、学術・人づくり部会へ申し
送りいたします。

東専門委員

学術・人づくり部会
（教育庁）
（総務部）

（企画調整課）

7 4 167 12 □  外国語と深い関わりのある
OISTやJICA沖縄センター等との
連携、海外との文化交流等を通
じて、外国語や異文化に広く興味
を抱ける国際理解教育の充実と
外国語コミュニケーション能力の
向上に取り組む。

― OISTやJICAを外国語コミュニケーション
能力の向上のために交流で活用すると
いうのは違和感がある。もっと、本質的
な内容で交流する必要があるのでは？

東委員より学術・人づくり部会あての意見が
ございましたので、学術・人づくり部会へ申し
送りいたします。

東専門委員

学術・人づくり部会
（教育庁）
（総務部）

（企画調整課）

8 4 167 15 □  海外から帰国した児童生徒
たちの受入れを円滑に進め、海
外で身に付けた外国語能力や国
際性等を生かした相互交流によ
る国際理解教育の推進に取り組
む。

― 帰国した児童生徒たちを真に国際社会
に必要とされるグローバルシチズンとな
るための人材育成の環境を整える。

東委員より学術・人づくり部会あての意見が
ございましたので、学術・人づくり部会へ申し
送りいたします。

東専門委員

学術・人づくり部会
（教育庁）
（総務部）

（企画調整課）
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